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 サクラソウ日記 
（自分に自信と夢を～いまをだいじに、なかまとともに、一歩前進をめざして）校長 宮脇真一 

 大津小学校の保護者の皆様へ 

 昨年度に引き続き、学校通信「サクラソウ日記」 

にて、学校の様子をお伝えします。不定期の発行 

となりますが、よろしくお付き合いください。 

 

自分に自信と夢を 
～いまをだいじに、なかまとともに、 

一歩前進をめざして～ 

 

 本年度の大津小学校は、児童数816名、職員 

数 58名でスタートしました。昨年同時期より児 

童数は28名、学級は2学級増えました。校区内 

には、３カ所で大規模な宅地造成が行われており 

児童数は更に増えることが見込まれます。 

 10日（月）の始業式は、全員が体育館に集ま 

って行いました。実に4年ぶりのことです。担任 

発表の際には、先生たちがステージ前に一列に並 

ぶことができず、児童を取り囲むように「コ」の 

字に並びました。始業式での校歌斉唱も4年ぶり。 

今後も状況に応じた感染対策を講じていきますが 

少しずつ日常を取り戻しつつあります。 

 今年の学校教育目標は、上記の通りです。始業 

式では次の話をしました。 

・春休み、命にかかわるような大きな事故はなく 

 安心。大津小は「命」を大事にする学校です。 

・学校教育目標は、これまでと同じです。 

・目標実現のために「いま」の自分を認め 

 ること（いまをだいじに）。目標の達成 

のためには、毎日をともに過ごすなかま 

の存在が貴重であること（なかまともに）。 

そして、小さな積み重ねを大事にすること 

（一歩前進をめざして）。 

 

 短い時間の中でしたので、詳細は述べませ 

んでしたが、学年の段階に応じた取組を展開 

していってほしいと願っています。 

 子どもを真ん中において、家庭と学校が同 

じ方向に向かっていける一年間をどうぞよろ 

しくお願いします。 

１年 1 組 尾ノ上俊輔先生  こすもす４ 與田 優先生 

１年２組 須上理恵先生  こすもす５ 中島歌織先生 

１年３組 楠原舞祐先生  特別支援学級担当 阪田明美先生 

１年４組 德渕知絵先生  特別支援学級担当 松本拓也先生 

２年 1 組 山田雄基先生  通級指導教室 林田浩一先生 

２年２組 中島温子先生  通級指導教室 神田寿子先生 

２年３組 三池美樹先生  理科専科 田邉愛子先生 

２年４組 冨永悠真先生  理科専科 楢崎隆信先生 

３年 1 組 大内田慎悟先生  英語専科 高木英臣先生 

３年２組 岩下真也先生   音楽専科 合志るみ子先生 

３年３組 田﨑宏美先生  音楽専科 横田眞須美先生 

３年４組 野口貴至先生   算数専科 田中真治先生 

３年５組 森川美波先生   養護教諭 赤峰光希先生 

４年 1 組 宇田倫隆先生  事務主査 上田美智子先生 

４年２組 辻 理恵先生  主任事務 上妻友香先生 

４年３組 藤本みなみ先生  教員業務支援員 樋口武史先生 

４年４組 河内沙織先生  学習支援指導員 川村留美先生 

５年 1 組 吉永岳史先生  学習支援指導員 久保田友香先生 

５年２組 岩根聡太郎先生  学校支援員 田中あゆ美先生 

５年３組 古川理惠先生  学校支援員 下川利佳先生 

５年４組 長尾彩賀先生   学校支援員 中原佳奈子先生 

６年 1 組 岩永天峰先生  学校支援員 松田扶佐子先生 

６年２組 安尾洋二先生  学校支援員 平野和美先生 

６年３組 緒方美恵先生  学校支援員 宮島めぐみ先生 

ひまわり１ 工藤波子先生  学校司書 井上尚美先生 

ひまわり２ 小西晴香先生  校務員  渡 邊 ち ひ ろ先生 

こすもす１ 福永昌彦先生  主幹教諭 信國正和先生 

こすもす２ 赤木美文先生  教 頭  前田理代先生 

こすもす３ 吉岡英一先生  校 長  宮脇真一 

職員紹介：よろしくお願いします。 

【自己紹介】 

宮脇 真一（みやわき しんいち）５４歳です。 
熊本県荒尾市生まれ 現在は熊本市北区在住 

広島大学大学院博士課程修了 博士（教育学） 

専門は初等数学教育 

【勤務歴】 
菊池市立迫水（はくすい）小学校（５年） 

熊本大学教育学部附属小学校（１４年） 

菊池市立隈府小学校（２年） 

福井県越前市吉野小学校（県外派遣：１年） 

熊本県教育庁義務教育課指導主事（３年） 

熊本大学大学院 准教授（３年） 

大津町立大津小学校 教頭（２年） 

大津町立大津小学校 校長（２年目） 

 

児童・職員の一歩前進を目指し、聴き合う 

関係づくりを大事にした学校経営を行います。 


